
イスラエル・ワインをご紹介します！ ワ
イ
ン
に
関
す
る
お
問
合
せ
・
ご
注
文
は

ミ
ル
ト
ス
ま
で
ど
う
ぞ
！
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―――
 
 

ﾠ03-3288-2200


フ
ァ
ク
ス
︱ﾠ03-3288-2225
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㈱
ミ
レ
ジ
ム
か
ら
の
発
送
に
な
り
ま
す
︒

イスラエル・中東を知る

Ｙ・Ｋ・ハレヴィﾠ著
神藤誉武ﾠ訳

光永光翼ﾠ著
田中マコトﾠ漫画

林幹雄ﾠ著

パレスチナ紛争の入
門書。互いにアブラ
ハムの子孫として祝
福の基になることを
促す画期的な書。

中東各地に数十年
間駐在して研究し
続けた著者独自の
視点と体験を元に
中東を紐解く。

A5 版ﾠ488 頁ﾠ￥3,080

四六版ﾠ284 頁ﾠ￥2,750

四六版ﾠ160 頁ﾠ￥1,870

A5 版ﾠ260 頁ﾠ￥2,750

イスラエルのユダヤ人
からの手紙

Ｄ・ゴーディスﾠ著
神藤誉武ﾠ訳

イスラエル国がど
のように復活し現
在に至ったか、聖
書時代から紐解き、
ユダヤ人の辿った
歴史を分かりやす

エルアル・イスラ
エル航空の歴史を
通じて、ユダヤ人
の歴史とイスラエ
ル建国がわかる。
楽しい漫画を交えた笑いと涙の物語！

く紹介する、イスラエル近代史の決定版。
これ1冊でイスラエルのすべてがわかる！

民族復活の歴史

近くの隣人より
遠くの血縁

世界一安全な航空会社

イスラエル

わが親愛なる
パレスチナ隣人へ

イスラエルの翼
エルアル 中東を動かす

帰属意識

雑誌 89063-04
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聖書の世界ﾠエッセイ

一つの神と三つの宗教

池田　裕

塩尻和子

エルサレムの桜

宗教間対話に希望を
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ル
サ
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撮影・平岡真一郎オリーブ山のロバ

 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚 ←よく使っているロゴですが、
　サイズを変更すると、背景の水色の形が変わってしまいます。

★手漉き和紙にプリントした、絵画のような独特な風合いをもつ作品です★

制作元：ギャラリー「イスラエルの風」
 〒183-0042東京都府中市武蔵台 2-18-24

サ
イ
ズ

41×32㎝ 35,200 円 お問合せは
ミルトスへ

エルサレム植物園に咲いた桜の花

オリーブ山の麓
ふもと

、イエスが十字架にかかられる前夜、血の汗を滴
らせて祈られたゲッセマネの裏側にあたる広場。ロバが草を食む
のどかな光景が広がっている。イエスは最後、まだ誰も乗ったこ
とのない子ロバに乗ってオリーブ山からエルサレムに入城された。

今年の２月のエルサレム郊外のアーモンドの花はことのほ
か美しく、さらにそれに続いて開花したエルサレムの丘の
植物園の桜も見事であったという。

花を愛したエレミヤやイエスが、そして詩人ハウスマンも、
その桜を見たらきっと喜んだに違いない。

（p36 ～「エルサレムの桜」）
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ミルトスはイスラエルに育つ低木。
常緑でその葉は芳香を放ち不死と
成功の象徴とされた。（イザヤ 41:19）

▲ イスラエル 御馳走帖 ▲

ガザ風 海老のトマト煮 ――― 越出水月　 60

▲ 聖書の世界 エッセイ ▲

エルサレムの桜 ――― 池田　裕　 36

エッセイ

表紙の絵：「ヤコブは、息子や孫、娘や孫娘、子孫を皆連れてエジプトに来た」（エジプト、創 46:7）【画・藤井克之】

教えて！ヘブライ語　52 ブックレビュー　78

声のひろば　81 編集後記　82

シネマレビュー　80

● 一つの神と三つの宗教 ●

宗教間対話に希望を ――― 塩尻和子　 69

● サムエル記講話 ●

信頼されなかったダビデ ――― ラビ・ベニー・ラウ　 54

● 目からウロコの新約聖書 ●

福音宣教者フィリポの霊的変貌（上） ――― 藤原豊樹　 46

聖書・歴史

聖書の奇跡が今この時も ――― 谷内意咲　 4

中東・イスラエル情報

■ 知っておきたい中東・イスラム ■

ヒズボラの脅威 ――― 光永光翼　 62

■ 日本の非常識からみた中東の非常識 ■

ガザメトロ ――― 滝川義人　 13

■ イスラエル 多角多論 ■

絶対的な勝利を目指して ――― 齋藤真言　 18

■ イスラエル並びにユダヤ人に関するノート ■

トランプ氏のイスラエル観 ――― 佐藤　優　 6

■ 日本・イスラエル　コラボレーションの道 ■

日本企業がイスラエル企業と
　　　真のパートナーシップを結ぶために ――― 新井　均　 28
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ハ
マ
ス
の
テ
ロ
攻
撃
が
あ
っ
た
昨
年
10

月
７
日
は
シ
ム
ハ
ッ
ト
・
ト
ー
ラ
ー
（
ト

ー
ラ
ー
の
歓
喜
）
だ
っ
た
。
１
年
か
け
て
モ

ー
セ
五
書
を
読
み
終
え
る
喜
び
の
祭
典
は

忌
ま
わ
し
い
虐
殺
の
日
に
変
わ
っ
た
。

ど
ん
な
悲
劇
が
起
き
て
も
ユ
ダ
ヤ
人
は
聖

書
を
読
み
続
け
る
。
翌
週
に
は
再
び
創
世

記
の
最
初
か
ら
読
み
始
め
、
パ
ラ
シ
ャ
ッ

ト
・
ハ
シ
ャ
ブ
ア
（
今
週
読
む
聖
書
の
箇
所
）

は
巡
り
、
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
す
で
に
レ
ビ
記
に
入
っ
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
中
旬
に
は
ハ
ヌ
カ
祭
を
迎
え

た
。
紀
元
前
２
世
紀
、
ギ
リ
シ
ア
の
支
配

下
に
あ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
で
、
ユ
ダ

ヤ
教
を
弾
圧
し
た
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
４
世

に
対
し
て
ハ
ス
モ
ン
家
の
マ
タ
テ
ヤ
た
ち

が
立
ち
上
が
り
、
反
乱
を
起
こ
し
て
奇
跡

的
に
勝
利
し
た
こ
と
に
因
ん
だ
祭
り
で
あ

る
。
汚
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
を
清

め
た
こ
と
で
「
宮
清
め
の
祭
り
」
と
も
呼

ば
れ
る
。
９
枝
の
燭
台
（
ハ
ヌ
キ
ヤ
）
に

１
つ
ず
つ
光
を
灯
し
て
８
日
間
祝
う
。

　

戦
争
中
に
迎
え
た
ハ
ヌ
カ
の
初
日
、
地

上
戦
を
展
開
し
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
兵

士
た
ち
が
、
ガ
ザ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
広
場
で

ハ
ヌ
キ
ヤ
の
点
灯
式
を
行
な
っ
た
。
点
灯

の
際
に
は
「
マ
オ
ー
ズ
・
ツ
ー
ル
」
が
歌

わ
れ
る
。
マ
オ
ー
ズ
・
ツ
ー
ル
は
「
岩
な

る
砦
」
の
意
。
神
の
別
名
で
、
そ
れ
が
祈

り
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

祈
り
の
冒
頭
、「
私
た
ち
の
父
祖
た
ち

の
時
代
に
、
そ
し
て
こ
の
時

0

0

0

に
も
、
貴あ
な
た神

が
行
な
わ
れ
た
奇
跡
と
不
思
議
と
救
い
と

戦
い
に
因
ん
で
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
灯

火
を
灯
す
」
と
宣
言
す
る
。
そ
の
後
、
ユ

ダ
ヤ
人
を
虐
げ
た
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ

か
ら
始
ま
り
、
ユ
ダ
王
国
を
滅
ぼ
し
て
捕

囚
し
た
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
絶
滅

を
企
て
た
ハ
マ
ン
な
ど
、
歴
史
的
な
故
事

が
列
挙
さ
れ
る
。

　

神
の
奇
跡
的
な
御
手
に
よ
っ
て
彼
ら
の

悪
巧
み
は
挫
か
れ
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
守
り

聖
書
の
奇
跡
が
今
こ
の
時
に
も

谷
内
意
咲
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数
少
な
い
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
の
論
説

　

Ｚ
君
、
ガ
ザ
紛
争
に
関
す
る
日
本
の

報
道
の
ほ
と
ん
ど
は
事
柄
の
本
質
を
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

『
み
る
と
す
』
誌
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

新
聞
、
雑
誌
の
連
載
で
、
私
が
繰
り
返

し
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
対
立

で
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒

と
の
対
立
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ダ
ヤ

人
、
ア
ラ
ブ
人
、
チ
ェ
ル
ケ
ス
人
な
ど

複
数
の
民
族
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ラ
ブ
人
に
は
キ

リ
ス
ト
教
徒
が
多
い
で
す
）、
イ
ス
ラ
ム
教

徒
（
ロ
シ
ア
の
北
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
か
ら
19

世
紀
に
移
住
し
て
き
た
チ
ェ
ル
ケ
ス
人
は
ス

ン
ナ
派
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
）
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
宗
教
を
信
じ
る
人
々
、
あ
る
い

は
い
か
な
る
宗
教
も
信
じ
な
い
人
々
か

ら
構
成
さ
れ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
と
テ

ロ
リ
ス
ト
集
団
ハ
マ
ス
の
戦
い
で
す
。

　

ハ
マ
ス
が
去
年
10
月
７
日
に
、
ユ
ダ

ヤ
人
と
い
う
属
性
に
基
づ
く
人
々
を
無

差
別
に
殺
傷
す
る
組
織
的
な
テ
ロ
を
開

始
し
た
こ
と
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は

応
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

今
回
の
ガ
ザ
紛
争
は
発
生
し
た
の
で

す
。
ユ
ダ
ヤ
人
と
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
が

生
き
残
る
た
め
に
、
ハ
マ
ス
を
掃
討
す

る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
す
。
こ
れ
は

自
衛
権
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
な
い
イ
ス

ラ
エ
ル
の
生
存
権
を
め
ぐ
る
問
題
な
の

イ
ス
ラ
エ
ル
並
び
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
ノ
ー
ト

99

佐
藤
　
優

〔撮影： 森清〕

ト
ラ
ン
プ
氏
の
イ
ス
ラ
エ
ル
観



日本の非常識からみた中東の非常識

13

m

無
知
に
無
知
を
足
し
て
恥

　

２
０
２
４
年
３
月
９
日
付
日
本
経
済
新

聞
の
読
書
欄
「
半
歩
遅
れ
の
読
書
術
」
に
、

歌
人
の
川
野
里
子
氏
が
、「
パ
レ
ス
チ
ナ

の
声
を
伝
え
る
書
――
無
関
心
に
あ
ら
が

う
人
生
の
尊
さ
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
に

書
い
た
。

 

「
２
０
１
８
年
に
岡
真
理
著
『
ガ
ザ
に
地

下
鉄
が
走
る
日
』（
み
す
ず
書
房
）
が
刊
行

さ
れ
た
時
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
、
私
は

ガ
ザ
地
区
に
本
当
に
地
下
鉄
が
通
っ
た
の

だ
と
思
っ
た
。
分
断
さ
れ
て
い
る
西
岸
地

区
と
ガ
ザ
地
区
が
つ
い
に
繋
が
っ
た
の

だ
、
と
。

　

そ
の
よ
う
な
無
知
が
一
体
ど
ん
な
こ
と

な
の
か
。
長
年
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
を
取

材
し
て
き
た
著
者
は
痛
い
ほ
ど
焙あ
ぶ

り
だ

す
。『
世
界
の
無
知
・
無
関
心
・
忘
却
と

い
う
暴
力
の
な
か
で
人
間
性
を
否
定
さ

れ
』
た
人
達
を
造
り
出
し
て
き
た
の
だ
」

　

そ
し
て
こ
の
歌
人
は
「
１
９
４
８
年
に

パ
レ
ス
チ
ナ
に
入
植
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ

っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
た
。
そ
れ

か
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
受
難
は
想
像
を

絶
す
る
。
あ
る
日
突
然
、
家
や
先
祖
代
々

耕
し
て
き
た
土
地
を
追
わ
れ
難
民
キ
ャ
ン

プ
に
追
い
や
ら
れ
る
。
そ
こ
を
出
る
こ
と

も
で
き
ず
世
代
を
重
ね
て
生
き
る
ほ
か
な

い
」
と
主
張
。
１
９
４
７
～
49
年
に
生
起

し
た
諸
事
情
を
無
視
し
て
、
目
茶
苦
茶
な

こ
と
を
書
い
た
。
恐
ら
く
こ
の
本
を
読
ん

で
無
知
が
倍
加
し
た
の
で
あ
る
。

　

ガ
ザ
回
廊
に
掘
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
が
、

俗
称
で
ガ
ザ
メ
ト
ロ
と
呼
ば
れ
て
い
る
の

も
、
こ
の
歌
人
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。

m

人
殺
し
の
た
め
の
ト
ン
ネ
ル

　

メ
ト
ロ
は
メ
ト
ロ
で
も
、
こ
ち
ら
は
人

滝
川
義
人

ガ
ザ
メ
ト
ロ

日
本
の
非
常
識
か
ら
み
た
中
東
の
非
常
識

―
― 

平
和
を
拒
絶
す
る
暗
黒
の
ト
ン
ネ
ル
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交
渉
は
膠
着
状
態

　

本
誌
が
届
く
頃
に
は
︑﹁
鉄
の
剣
﹂
戦

争
が
始
ま
っ
て
半
年
が
経
過
し
た
こ
と
に

な
る
︒
ガ
ザ
地
区
で
の
戦
況
に
大
き
な
進

展
が
見
ら
れ
な
い
中
︑
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会

は
疲
弊
し
始
め
て
い
る
︒
ガ
ザ
地
区
を
実

効
支
配
し
て
き
た
ハ
マ
ス
と
の
戦
い
は
︑

戦
争
開
始
当
初
か
ら
長
期
戦
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
た
︒
当
初
か
ら
示
さ
れ
て
き

た
戦
争
目
標
は
﹁
ハ
マ
ス
の
壊
滅
﹂﹁
人

質
の
全
員
解
放
﹂﹁
ガ
ザ
地
区
か
ら
テ
ロ

の
脅
威
を
排
除
﹂
だ
が
︑
現
在
に
至
る
ま

で
ど
れ
も
達
成
さ
れ
て
い
な
い
︒

　

一
方
︑
日
常
の
生
活
は
ほ
ぼ
戦
争
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
︑
街
中
の
カ
フ
ェ

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
多
く
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
る
︒
戦
争
中
と
は
思
え
な
い

そ
れ
ら
の
光
景
は
︑
一
見
イ
ス
ラ
エ
ル
社

会
の
タ
フ
さ
を
現
わ
し
て
い
る
よ
う
に
も

思
え
る
︒
し
か
し
人
々
の
会
話
は
︑
最
終

的
に
﹁
こ
の
戦
争
の
行
く
末
﹂
と
﹁
未
だ

ハ
マ
ス
に
拉
致
さ
れ
て
い
る
１
３
４
名
の

人
質
の
安
否
﹂
に
行
き
着
く
︒

　

昨
年
11
月
下
旬
に
人
質
１
１
０
名
が
解

放
さ
れ
て
以
来
︑
そ
の
後
の
交
渉
に
進
展

は
見
ら
れ
ず
膠
着
状
態
が
続
い
て
い
る
︒

政
府
や
メ
デ
ィ
ア
は
﹁
交
渉
は
進
展
し
つ

つ
あ
り
解
放
は
間
近
﹂
と
何
度
も
発
表
し

て
き
た
が
︑
こ
の
数
カ
月
間
そ
の
期
待
は

裏
切
ら
れ
て
き
た
︒
１
３
４
名
の
人
質
の

中
で
す
で
に
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
人
は
33

名
に
上
る
と
い
う
︒
一
体
何
人
が
生
き
て

帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
︒
一
刻
を
争
う

交
渉
の
行
方
を
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
は
苛
立

ち
と
た
め
息
を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
る
︒

　

今
年
に
入
り
︑イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
︵
Ｉ

Ｄ
Ｆ
︶
の
ガ
ザ
戦
闘
は
大
規
模
な
地
上
作

戦
か
ら
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
の
戦
い
へ
と
フ

ェ
ー
ズ
が
変
わ
っ
た
︒
多
く
の
戦
闘
部
隊

が
ガ
ザ
地
区
か
ら
撤
退
し
︑
ハ
マ
ス
幹
部

が
立
て
こ
も
り
人
質
が
監
禁
さ
れ
て
い
る

地
下
の
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
で
の
戦
闘
と
︑

ト
ン
ネ
ル
破
壊
に
特
化
し
た
特
殊
部
隊
や

戦
闘
工
兵
部
隊
に
比
重
が
移
っ
た
︒
Ｉ
Ｄ

60

イ
ス
ラ
エ
ル

多
角
多
論

絶
対
的
な
勝
利
を
目
指
し
て

―
―
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
の
叫
び

齋
藤
真
言
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伊
藤
忠
の
判
断

　

１
年
前
の
２
０
２
３
年
３
月
、
日
本
で

唯
一
の
防
衛
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
総
合
展
示

会D
SEI Japan

が
千
葉
の
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
よ
れ
ば
、
世
界
66
カ
国
か
ら
１
７
８

の
関
連
企
業
・
団
体
が
参
加
し
、
３
日
間

の
総
来
場
者
数
は
１
万
人
を
超
え
た
と
い

う
。
こ
の
展
示
会
の
場
で
、
伊
藤
忠
商
事

の
１
０
０
％
子
会
社
で
あ
る
伊
藤
忠
ア
ビ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
エ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
サ

プ
ラ
イ
は
、イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
ル
ビ
ッ
ト
・

シ
ス
テ
ム
ズ
と
協
業
に
関
す
る
覚
書
を
交

わ
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
１
年
後
、
２
０
２
４
年
２

月
５
日
付
の
日
本
経
済
新
聞
に
よ
る
と
、

親
会
社
の
伊
藤
忠
商
事
は
当
該
覚
書
を
２

月
中
を
目
処
に
終
了
す
る
と
発
表
。
１
月

27
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
と
の
衝
突

に
関
し
て
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）

が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団
殺
害
）
や
そ
の

扇
動
を
防
ぐ
手
段
を
尽
く
す
よ
う
イ
ス
ラ

エ
ル
に
対
し
て
暫
定
措
置
命
令
を
出
し
て

お
り
、
日
本
政
府
が
そ
の
措
置
を
支
持
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
決
定
だ
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
裁
判
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が

取
り
上
げ
て
お
り
、
一
見
理
解
で
き
る
よ

う
な
表
現
だ
が
、
冷
静
に
そ
の
内
容
を
吟

味
す
る
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
発
表
お
よ
び
本
件

に
対
す
る
日
本
政
府
の
立
場
と
覚
書
破
棄

と
の
間
に
合
理
的
な
関
連
性
を
見
い
だ
す

こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
の
裁
判
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
す
る

た
め
に
も
、
ま
ず
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
概
要
、
そ
し

て
南
ア
フ
リ
カ
に
よ
る
提
訴
の
要
点
、
Ｉ

日
本
企
業
が
イ
ス
ラ
エ
ル
企
業
と
真
の

 
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
た
め
に

新
井　

均

l

日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
道l

14
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● 

詩
人
ハ
ウ
ス
マ
ン

木
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
美
し
い
桜
が
今

枝
も
た
わ
わ
に
花
を
つ
け
て

森
の
騎
馬
道
の
あ
た
り
に
立
っ
て
い
る

イ
ー
ス
タ
ー
の
季
節
の
た
め
に
白
を
着
て
。

さ
て
、
私
の
生
涯
が
七
十
年
だ
と
し
て

二
十
年
は
も
う
帰
っ
て
来
な
い
。

七
十
の
春
か
ら
二
十
を
引
け
ば

残
る
と
こ
ろ
は
わ
ず
か
五
十
だ
。

花
ざ
か
り
の
も
の
を
見
る
の
に

五
十
の
春
は
少
な
す
ぎ
る
。

さ
あ
、
あ
の
森
の
あ
た
り
へ
行
っ
て

雪
と
咲
く
桜
を
見
よ
う
。

　

英
国
の
学
者
詩
人
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス
マ

ン
（
１
８
５
９
～
１
９
３
６
）
の
処
女
詩
集『
シ
ュ
ロ
プ
シ
ア
の
若
者
』

（A Shlopshire Lad

）
所
収
の
詩
、
二
番
の
私
訳
で
あ
る
。

　

ハ
ウ
ス
マ
ン
は
中
等
学
校
の
頃
か
ら
成
績
優
秀
で
、
特
待
生
の

奨
学
金
を
得
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
入
学
し
、
ギ
リ
シ

ア
、
ラ
テ
ン
文
学
を
研
究
す
る
傍
ら
、
詩
の
創
作
も
続
け
る
が
、

池
田
　
裕

エ
ル
サ
レ
ム
の
桜

聖
書
の
世
界 

エ
ッ
セ
イ
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前
回
は
サ
マ
リ
ア
に
起
き
た
ペ
ン
テ

コ
ス
テ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
︒
福
音

宣
教
者
フ
ィ
リ
ポ
の
伝
道
に
よ
っ
て
神

の
言
葉
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
が
︑

聖
霊
が
降
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
︒
ペ
ト
ロ
と
ヨ
ハ
ネ
が
エ
ル
サ
レ
ム

か
ら
や
っ
て
来
て
︑
人
々
の
上
に
手
を

置
い
て
祈
る
と﹁
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の︵
日

に
降
っ
た
︶
聖
霊
﹂
が
激
し
く
降
り
ま

し
た
︒

　

使
徒
言
行
録
の
著
者
ル
カ
は
︑
フ
ィ

リ
ポ
の
サ
マ
リ
ア
の
伝
道
に
つ
い
て
３

つ
の
時
期
⸺ 

①
サ
マ
リ
ア
に
来
た
時

②
サ
マ
リ
ア
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
頃

③
霊
的
変
貌
を
遂
げ
た
後
⸺ 

に
わ
た

っ
て
詳
し
く
記
し
て
い
ま
す
︒
し
か
も

ギ
リ
シ
ア
語
の
動
詞
の
用
法
に
よ
っ
て

彼
の
信
仰
の
変
化
︑
ま
た
そ
の
伝
道
の

違
い
が
分
か
る
よ
う
な
記
述
を
し
て
い

ま
す
︒
そ
れ
ぞ
れ
を
ギ
リ
シ
ア
語
の
原

文
か
ら
読
ん
で
い
き
ま
す
︒︵
聖
書
の
引

用
は
新
共
同
訳
︶

①
サ
マ
リ
ア
に
来
た
時

　
フ
ィ
リ
ポ
は
サ
マ
リ
ア
の
町
に
下
っ

て
︑
人
々
に
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え

た
︒︵
使
徒
８
・
５
︶

﹁
宣
べ
伝
え
た
﹂
と
い
う
動
詞
の
原
形

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

ウ
ロ
コ

藤
原
豊
樹

16

使徒 8:5

福
音
宣
教
者
フ
ィ
リ
ポ
の

霊
的
変
貌
（
上
）

ギリシア語は現代ギリシア語式の読み方。太字がアクセントで強く発音します。
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l

戦
争
前
夜
の
描
写

　

サ
ム
エ
ル
記
の
編
者
は
、
時
系
列
で
出

来
事
を
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
で
き
る

だ
け
私
た
ち
の
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
工
夫

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

27
章
で
ダ
ビ
デ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
逃

亡
し
、
ペ
リ
シ
テ
人
の
ガ
ト
の
王
ア
キ
シ

ュ
の
軍
の
一
兵
卒
に
転
向
し
ま
し
た
。
ダ

ビ
デ
は
君
主
の
信
任
を
得
て
、
ツ
ィ
ク
ラ

グ
に
拠
点
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

28
章
冒
頭
に
は
、
ペ
リ
シ
テ
人
が
イ
ス
ラ

エ
ル
と
戦
う
た
め
に
軍
勢
を
集
結
さ
せ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ペ
リ
シ

テ
軍
の
中
で
、
ダ
ビ
デ
は
ガ
ト
の
王
ア
キ

シ
ュ
の
近
衛
隊
長
と
し
て
参
戦
し
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
28
章
で
は
場
面
が
変
わ
り
、
サ

ウ
ル
王
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
ま
す
。
サ
ウ

ル
王
は
ペ
リ
シ
テ
人
と
の
戦
い
を
前
に
し

て
恐
れ
、
助
言
を
求
め
よ
う
と
し
て
シ
ュ

ネ
ム
の
女
霊
媒
師
に
サ
ム
エ
ル
の
霊
を
呼

び
出
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。

こ
の
霊
媒
師
に
よ
っ
て
サ
ム
エ
ル
の
霊
が

呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
サ
ム
エ
ル
は
サ

ウ
ル
を
叱
責
し
、
サ
ウ
ル
を
見
捨
て
て
離

れ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

す
っ
か
り
意
気
消
沈
し
た
サ
ウ
ル
を
見

て
、
霊
媒
の
女
が
サ
ウ
ル
と
家
臣
に
肥
え

た
子
牛
と
種
な
し
パ
ン
を
差
し
出
す
と
、

彼
は
そ
れ
を
食
べ
て
力
を
回
復
し
、
そ
の

夜
の
う
ち
に
立
ち
去
っ
た
と
い
う
言
葉
で

28
章
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
で

シ
ャ
ウ
ル
・
チ
ェ
ル
ニ
ホ
フ
ス
キ
ー
（
１

８
７
５
～
１
９
４
３
年
）
と
い
う
詩
人
が
い

ま
す
。
現
在
の
50
シ
ェ
ケ
ル
札
に
肖
像
画

が
描
か
れ
て
い
る
人
で
す
。
彼
は
自
身
の

作
品
の
中
で
、
こ
の
時
の
サ
ウ
ル
王
に
つ

い
て
「
サ
ウ
ル
は
目
を
見
開
い
た
ま
ま
死

の
戦
い
に
向
か
っ
て
行
っ
た
」
と
表
現
し

て
い
ま
す
。

（
那
須
雄
二 

訳

）

ベ
ニ
ー
・
ラ
ウ

信
頼
さ
れ
な
か
っ
た
ダ
ビ
デ

《
サ
ム
エ
ル
記
上
29
章
》

サムエル記講話

FAM  JQB  BYE
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去
年
10
月
か
ら
続
く
ガ
ザ
で
の
紛
争

は
、
人
道
支
援
施
設
へ
の
空
爆
や
、

支
援
物
資
の
不
足
な
ど
で
悪
化
の
一
途

を
辿
っ
て
い
る
。
前
々
回
、
ガ
ザ
の
料

理
を
紹
介
し
た
時
に
は
「
次
の
連
載
を

書
く
頃
に
は
…
…
」
と
思
い
、
前
回
も

そ
う
思
っ
た
が
、
今
回
も
ま
だ
今
後
の

見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と
、
子
供

た
ち
が
犠
牲
に
な
り
続
け
て
い
る
こ
と

に
、
同
じ
時
代
を
生
き
る
人
間
と
し
て

国
連
が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
や
国
際

社
会
に
絶
望
を
覚
え
る
。

v

食
文
化
は
環
境
で
変
わ
る

　

以
前
紹
介
し
た
と
お
り
、
ガ
ザ
は
砂

漠
と
海
に
挟
ま
れ
た
緑
の
オ
ア
シ
ス
で

あ
り
、
歴
史
的
に
交
易
の
要
衝
で
あ
っ

た
。
世
界
各
地
か
ら
の
船
や
漁
師
に
よ

っ
て
食
文
化
が
伝
え
ら
え
た
と
い
う
。

昔
は
焼
く
か
揚
げ
る
し
か
な
か
っ
た
魚

介
料
理
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
人
々

と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
変
化
し
て
い
っ

た
。
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
封
鎖
と

い
う
制
限
に
よ
っ
て
、
今
も
変
化
し
続

け
て
い
る
と
い
う
。

　

漁
の
や
り
方
も
変
わ
っ
た
。
漁
が
で

き
る
海
域
が
制
限
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の

沖
に
出
る
と
砲
撃
を
受
け
る
と
い
う
。

た
と
え
許
さ
れ
た
と
し
て
も
、
船
の
モ

ー
タ
ー
の
輸
入
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、

車
の
モ
ー
タ
ー
を
改
良
し
て
、
修
理
し

な
が
ら
使
い
続
け
て
い
る
た
め
、
沖
に

出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、

日
本
で
い
う
底
引
き
網
漁
で
獲
れ
る
よ

う
な
タ
ラ
や
ハ
タ
、
ヒ
ラ
メ
は
獲
れ
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
以
前
だ
っ
た
ら

大
き
く
な
る
ま
で
待
つ
よ
う
な
小
さ
な

イ
ワ
シ
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
小
さ

な
イ
ワ
シ
は
安
く
て
栄
養
価
が
高
い
庶

こ
し
で 

み
づ
きl

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
。
上
智
大
学
神
学
部
卒
業
。
２

０
０
７
年
～
08
年
ハ
イ
フ
ァ
大
学
、
ヘ
ブ

ラ
イ
大
学
留
学
。
帰
国
後
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
師
事
。
現
在
独
立
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
他
各
国
料
理
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
も
行
な
っ
て
い
る
。

越
出
水
月

ガ
ザ
風 

海
老
の
ト
マ
ト
煮

イ
ス
ラ
エ
ル 

御
馳
走
帖

7688

J[%   o)  S(  ML) A# O(
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ハ
マ
ス
の
テ
ロ
攻
撃
か
ら
半
年
が
過

ぎ
た
。
依
然
と
し
て
１
３
４
名
の
人
質

は
捕
ら
え
ら
れ
た
ま
ま
で
、
ハ
マ
ス
は

民
衆
を
巻
き
込
ん
で
抵
抗
を
続
け
て
い

る
。
ハ
マ
ス
の
指
導
層
が
今
も
逃
げ
回

っ
て
い
る
た
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ハ
マ

ス
の
脅
威
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ガ
ザ
か
ら
撤
退
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
ガ
ザ
と
い
う
南
部
で

の
戦
い
と
同
時
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
北

部
に
も
大
き
な
脅
威
が
存
在
す
る
こ
と

で
あ
る
。
レ
バ
ノ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
ヒ
ズ
ボ
ラ
で
あ
る
。

　

２
０
２
３
年
10
月
７
日
、
ハ
マ
ス
が

テ
ロ
攻
撃
を
始
め
た
の
と
同
じ
日
、
ヒ

ズ
ボ
ラ
は
ハ
マ
ス
と
の
連
帯
を
示
し
て

イ
ス
ラ
エ
ル
に
ロ
ケ
ッ
ト
砲
攻
撃
を
始

め
た
。
翌
10
月
８
日
、
レ
バ
ノ
ン
領
内

か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
侵
入
を
試
み
た

ヒ
ス
ボ
ラ
戦
闘
員
が
無
力
化
さ
れ
て
い

る
。
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
攻
撃
は
今
も
止
む
こ

と
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
に
無
差
別

攻
撃
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
こ
の
ヒ
ズ
ボ
ラ
に
つ
い
て

そ
の
本
質
に
迫
っ
て
み
よ
う
。

ヒ
ズ
ボ
ラ
と
は

　

ま
ず
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
い
う
名
前
に
つ
い

て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
「
ヒ
ズ
ブ
・
ア

ッ
ラ
ー
」
で
「
ア
ラ
ー
（
神
）
の
党
」

を
意
味
す
る
。
１
９
８
２
年
に
結
成
さ

れ
た
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
政
治
・
武

装
組
織
で
あ
る
。
宗
派
は
イ
ラ
ン
と
同

じ
シ
ー
ア
派
。
長
年
イ
ラ
ン
か
ら
政
治

的
・
軍
事
的
支
援
を
受
け
て
お
り
、
イ

ラ
ン
と
の
距
離
は
極
め
て
近
い
。
ヒ
ズ

ボ
ラ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
は
じ
め
ア
メ
リ

カ
や
欧
州
連
合
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の
ア

ラ
ブ
諸
国
が
テ
ロ
組
織
に
指
定
し
て
い

る
。
日
本
も
同
様
で
あ
る
。

　

レ
バ
ノ
ン
を
中
心
に
活
動
す
る
ヒ
ズ

ボ
ラ
の
目
標
は
、
イ
ラ
ン
型
の
イ
ス
ラ

ム
共
和
体
制
を
レ
バ
ノ
ン
に
樹
立
さ

せ
、
非
イ
ス
ラ
ム
的
影
響
を
そ
の
地
域

光
永
光
翼

ヒ
ズ
ボ
ラ
の
脅
威

知
っ
て
お
き
た
い
中
東
・
イ
ス
ラ
ム
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一つの神と三つの宗教

69

●
イ
ス
ラ
ー
ム
フ
ォ
ビ
ア

　

こ
れ
ま
で
筆
者
は
︑
日
本
人
に
は
わ
か

り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム

に
関
し
て
︑
同
系
列
の
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ

ス
ト
教
と
の
対
比
を
考
察
し
な
が
ら
客
観

的
な
解
説
を
試
み
て
き
た
︒
こ
の
度
︑
最

終
回
を
迎
え
て
︑
日
本
人
と
イ
ス
ラ
ー
ム

と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
︒

　

日
本
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
の
歴
史

的
つ
な
が
り
が
薄
い
た
め
に
︑
イ
ス
ラ
ー

ム
は
理
解
し
に
く
い
宗
教
だ
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
︑
一
般
の
日
本
人
が
イ
ス
ラ

ー
ム
に
関
す
る
客
観
的
な
知
識
を
持
つ
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
し
か

し
今
日
︑
日
本
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
︑

ム
ス
リ
ム
の
数
は
︑
急
速
に
増
加
し
て
い

る
︒
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
か
ら
来
日
し
た
信
徒

だ
け
で
な
く
︑
自
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
を
選
ぶ

日
本
人
も
含
め
て
︑
日
本
の
ム
ス
リ
ム
人

口
は
２
０
２
０
年
に
は
23
万
人
を
超
え
︑

増
加
傾
向
に
あ
る
︒
国
内
に
建
設
さ
れ
た

モ
ス
ク
は
１
１
０
カ
所
に
達
す
る
︒

　

私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
︑
そ
の
他
の

宗
教
を
学
ぶ
こ
と
に
比
べ
れ
ば
︑
か
な
り

様
相
の
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
︑
イ
ス
ラ
ー
ム
が
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ

リ
ス
ト
教
と
同
じ
伝
統
上
に
発
祥
し
た
兄

弟
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
な
ら
︑
こ
の

３
宗
教
へ
の
理
解
度
は
急
速
に
高
ま
る
で

あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の

側
か
ら
の
﹁
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム

と
は
全
く
異
な
り
︑
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
父

祖
伝
来
の
敵
同
士
で
あ
る
﹂
と
い
う
︑
十

字
軍
以
降
も
止
む
こ
と
の
な
い
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
に
よ
っ
て
︑
な
か
な
か
理
解
が
進
ま

な
か
っ
た
︒

　

イ
ス
ラ
ー
ム
が
外
側
の
世
界
か
ら
偏
見

と
誤
解
を
も
た
ず
に
眺
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
︑
こ
の
宗
教
が
西
暦
６
１
０
年
に

塩
尻
和
子

宗
教
間
対
話
に
希
望
を

16

最
終
回

一
つ
の
神
と
三
つ
の
宗
教



撮影・平岡真一郎オリーブ山のロバ

 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚 ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚ギャラリー　　　　　　　　  が贈る今月の一枚←よく使っているロゴですが、
　サイズを変更すると、背景の水色の形が変わってしまいます。

★手漉き和紙にプリントした、絵画のような独特な風合いをもつ作品です★

制作元：ギャラリー「イスラエルの風」
 〒183-0042東京都府中市武蔵台 2-18-24

サ
イ
ズ

41×32㎝ 35,200 円 お問合せは
ミルトスへ

エルサレム植物園に咲いた桜の花

オリーブ山の麓
ふもと

、イエスが十字架にかかられる前夜、血の汗を滴
らせて祈られたゲッセマネの裏側にあたる広場。ロバが草を食む
のどかな光景が広がっている。イエスは最後、まだ誰も乗ったこ
とのない子ロバに乗ってオリーブ山からエルサレムに入城された。

今年の２月のエルサレム郊外のアーモンドの花はことのほ
か美しく、さらにそれに続いて開花したエルサレムの丘の
植物園の桜も見事であったという。

花を愛したエレミヤやイエスが、そして詩人ハウスマンも、
その桜を見たらきっと喜んだに違いない。

（p36 ～「エルサレムの桜」）



イスラエル・ワインをご紹介します！ ワ
イ
ン
に
関
す
る
お
問
合
せ
・
ご
注
文
は

ミ
ル
ト
ス
ま
で
ど
う
ぞ
！



電
話

―――
 
 

ﾠ03-3288-2200


フ
ァ
ク
ス
︱ﾠ03-3288-2225



メ
ー
ル
―― ﾠpub@

m
yrtos.co.jp

㈱
ミ
レ
ジ
ム
か
ら
の
発
送
に
な
り
ま
す
︒

イスラエル・中東を知る

Ｙ・Ｋ・ハレヴィﾠ著
神藤誉武ﾠ訳

光永光翼ﾠ著
田中マコトﾠ漫画

林幹雄ﾠ著

パレスチナ紛争の入
門書。互いにアブラ
ハムの子孫として祝
福の基になることを
促す画期的な書。

中東各地に数十年
間駐在して研究し
続けた著者独自の
視点と体験を元に
中東を紐解く。

A5 版ﾠ488 頁ﾠ￥3,080

四六版ﾠ284 頁ﾠ￥2,750

四六版ﾠ160 頁ﾠ￥1,870

A5 版ﾠ260 頁ﾠ￥2,750

イスラエルのユダヤ人
からの手紙

Ｄ・ゴーディスﾠ著
神藤誉武ﾠ訳

イスラエル国がど
のように復活し現
在に至ったか、聖
書時代から紐解き、
ユダヤ人の辿った
歴史を分かりやす

エルアル・イスラ
エル航空の歴史を
通じて、ユダヤ人
の歴史とイスラエ
ル建国がわかる。
楽しい漫画を交えた笑いと涙の物語！

く紹介する、イスラエル近代史の決定版。
これ1冊でイスラエルのすべてがわかる！

民族復活の歴史

近くの隣人より
遠くの血縁

世界一安全な航空会社

イスラエル

わが親愛なる
パレスチナ隣人へ

イスラエルの翼
エルアル 中東を動かす

帰属意識

雑誌 89063-04

２
０
２
４
年
４
月
号　

第
１
９
３
号

定
価
６
５
０
円
（
本
体
５
９
１
円
）

イスラエル・ユダヤ・中東がわかる隔月刊雑誌
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